
 

第 ○ 回道徳 

 

 

辻井伸行さん 

 

 

 

 

 

 

【主題名】目標に向かう強い心 内容項目 「Ａ－(５) 希望と勇気，努力と強い意志」 

【教材名】心をつなぐ音色～ピアニスト 辻井伸行（東京書籍 新しい道徳６） 

＜あらすじ＞小さいときから音楽が好きで，目が不自由でも，ずっとピアノの練習を続けてきた辻井さ
ん。聴いてくれる人達を喜ばすために演奏を続け，世界的なピアノのコンクールに出場す
る。練習を重ね３年後，見事にコンクールで優勝を果たす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導の流れ】 

段

階 
主な学習活動  ○主な発問（◎中心発問） 

考え議論する道徳 

ポイント集 

導

入 

１ ＩＣＴを活用し，教材の内容に興味・関心を持たせる。 

〇 将来の夢はありますか。 

〇 夢に向かって努力していることはありますか。 

２ 課題をつかむ。 

 

 

 

展    

 

 

開 

３ 教材の内容を把握し，登場人物の心情を捉える。 

○ 生まれたときから目が不自由なのぶ君は，どうしてピアノが上手になった

のでしょう。 

○ ショッピングセンターの広場で演奏し，初めて拍手をもらう体験に心が高

鳴ったのぶ君はどのような気持ちだったでしょう。 

○ 先生に「もうだめだね」と言われた辻井さんは，どのような気持ちで深夜

までピアノに向かったのだろう。 

４ 困難に負けず，夢や希望を叶えるために，必要な思いは何か考える。 

◎ 辻井さんは，目が不自由という障害がありながら，ピアニストとして成功

することができたのは，どのような思いがあったからでしょう。 

 

 

終

末 

５ 自己の生き方について考える。 

○ 辻井さんの実際のインタビューを動画で見てみましょう。 

○ 夢や希望を叶えるために，どのような思いが必要でしょう。 

 

【板書計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】 
辻井さんの生き方を考えることを通して，夢や希望を持つためにどのような思いが大切であるかを考

えようとしている。 

夢や希望について考えよう 

 導 入 の 工 夫 

 終 末 の 工 夫 

 多面的・多角的 

小学校 第６学年 

 教 材 の 活 用 

夢や希望について考えよう 

１歳の頃の 

写真 

・上手に弾くとお
母さんが喜んでく
れた。 
・お母さんが喜ぶ
と自分も嬉しい。 

５歳の頃の 

写真 

・大勢の前で演奏す
ることは楽しい。 
・大きな拍手が嬉し
い。 
・もっと練習しよう。 

「もう，だめだね」 

・あきらめたくない。 
・お客さんためにまだ
まだ練習しよう。 
・悔しいから，もっと練
習しよう。 
・後悔しないように最
後まで，頑張ろう。 
・今まで頑張ったか
ら，最後まで頑張ろ
う。 

コンクールで 

優勝した写真 

・聴いてくれる人のた
めにもっと努力した
い。 
・人のことを笑顔にし
たい。 
・もっと，拍手がほし
い。 
・聴いてくれる人の
心を動かしたい。 
・支えてくれた人達
への感謝。 

辻井さんの思い 

夢や希望をかなえる

ために 

 内容項目の理解  

将来の夢が決まっている児童もいるが，まだ夢が決まらず，何

を目標に頑張ったらよいか分からない児童が多い。 

児童生徒の実態把握  

より高い目標を立て，希望と勇気をもち，困難があってもくじ

けずに努力して物事をやり抜く道徳的価値について指導する。 

 

目標を立て，希望や夢に向かって，あ

きらめずに努力しようとする道徳的判断

力と道徳的心情を育てる。 

本時のねらいを設定する  

心情 実践意欲 態度 判断力 

【ねらい】 

 自分との関わり 


